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「姉弟子あねでし。ちょっとお力をお借りしたいことがあって……」

「貸さない。以上」

「待って待って待って！　俺じゃないんです！　シャルちゃんが──」

「おひめたま～♡」

「い、いきなり連れて来ないでよ八一やいち！　私はあんたと違って小さな子供に興奮したりしないんだから！　どっちかというと苦手なんだから！」

「俺だって別に興奮しませんよ！　それよりこの、シャルちゃんが作った詰将棋つめしょうぎを解いてみてほしいんですけど」

「ちょーへんなんだよー」

「長編詰将棋？　確かに駒はいっぱい配置されてるわね……シャルが作ったの？」

「うぃ！」

「どうしても姉弟子に解いてほしいって。そのうえで一緒に名前を付けてほしいって言ってるんですけど──」

「（……ちょっと八一！　これ、どう見ても不完全作じゃない……余詰よづめだらけよ!?　こんなもの詰将棋なんて呼べないでしょ！　名前を付ける以前の話じゃないの！）」

「（それをシャルちゃんに言えますか!?　俺は無理！　泣いちゃうもん！　だから人の心を持っていない姉弟子なら冷酷に指摘できると思って……）」

「（誰が人の心を持ってへんやボケェ!?）」

「ちちょ？　おひめたま？」

「「っ……!!」」

「しゃうのつめしょーぎ、むちゅかしい？」

「そ、そうね！　ここまで手数が長いと、ちょっと、その……すぐに解くのはプロでも難しいんじゃない？　八一はもう解いたの？」

「お、俺もまだです！　いやー難しい！　看寿賞かんじゅしょう候補になっちゃうんじゃない!?」

「おひめたま、おなまえちゅけよー？」

「た、確かに長編詰将棋なら名前が必要よね！」

「そ、そうですね姉弟子！　長編詰将棋は古来からカッコイイ名前が付いてるものですから！　『寿』とか『ミクロコスモス』とか！　最近だと『幻日環』とか……」

「ちなみにこれ、手数は何手なのかしら？」

「いちまん」

「（八一！　なんで偶数なのよ!?）」

「（俺に聞かれても……っていうかそれ以前に一万手の詰将棋なんて、シャルちゃんは小さいのに気宇壮大だなぁ！）」

「（結局あんた小さな子供に興奮してるだけじゃない！　ぶちころすぞ!!）」
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